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このドキュメントは，プラズマ・核融合学会誌 LATEXクラスファイル jpfr.clsを用いた論文の執筆方法をま
とめました．
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1. 動作環境
プラズマ・核融合学会誌 LATEXクラスファイル jpfr.cls

2024/03/27 v0.6の動作環境は，おおむねTEX Live 2020以
降（または，これに準ずる適当な TEXディストリビュー
ション）を推奨し，
•LuaLATEX
•pLATEXもしくは upLATEXと DVIPDFMx
•Latin Modernフォント
•Adobe Source Sans Proフォント
•原ノ味フォント
を必要とします．
欧文フォントおよび数式フォントは，クラスファイル内

部で Latin Modernフォント，Adobe Source Sans Proフォ
ントを用います．
和文フォントは，原ノ味フォント（TEX Live 2020以降

で和文フォント設定の標準）を用います．

2. jpfr.clsの制限
jpfr.cls では、旧 LATEX 2.09 時代の\rm, \bf, \it, \sf,

\tt, \sl, \sc, \mc, \gt を許容していません。適切に
LATEX 2ε の\textrm, \textbf などの\textXX コマンドや
\mathrm, \mathbfなどの\mathXXコマンドを使うようにし
てください。

3. タイプセット
jpfr.clsを用いた LATEX文章ファイルは，

3-1-1-4F, Uchiyama, Chikusa-ku, Nagoya 464-0075, Japan
corresponding author’s e-mail: plasma@jspf.or.jp

•lualatexコマンド
•platexもしくは uplatexコマンドと dvipdfmxコマンド
のどちらでもタイプセットできます．
例えば，以下を実行すると，foo.texから foo.pdfを得ら

れます．
•lualatexコマンド

$ lualatex foo
•uplatexコマンドと dvipdfmxコマンド

$ uplatex foo

$ dvipdfmx foo

実際に，「組版エンジン」の選択は，5.1 項を参照ください．

4. 雛形の LATEX文章ファイル
jpfr.cls を用いる LATEX 文章ファイルの雛形は，

template-jpfr-luatex.tex（LuaLATEX用）または template-
jpfr-ptex.tex（(u)pLATEX用）です．論文執筆の際に，これら
の雛形をご利用ください．また，本ドキュメント readme-
jpfr.texも一つの雛形としてご参考ください．なお，これ
ら雛形の LATEX文章の文字コードは UTF-8です．

5. プリアンブル部
論文に必要な情報は，LATEX文章ファイル中のプリアン

ブル部（\begin{document}より前）にすべて記述します．
これらの情報を元に，タイトル，問い合わせ先，著者紹介
などを出力します．
5.1 組版エンジン

lualatexコマンドでタイプセットする場合，以下のよう
に luatexオプションを付加してクラスファイルを指定し
ます．
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\documentclass[luatex]{jpfr}

また，platexもしくは uplatexコマンドと dvipdfmxコ
マンドでタイプセットする場合，以下のように dvipdfmx
オプションを付加してクラスファイルを指定します．
\documentclass[dvipdfmx]{jpfr}

なお，luatexオプションと dvipdfmxオプションは，ど
ちらか 1つしか指定できず，2つを並べて指定できません．
5.2 ジャンル
投稿を希望されるジャンルとして，「解説」，「小特集」，

「講座」，「プロジェクトレビュー」，「研究最前線」，「研究・
技術ノート」，「サロン」のいずれか該当するジャンルを入
力してください．
\genre{解説}

5.3 タイトル
日本語と英語のタイトルを書きます．

•\titleja{日本語タイトル}
•\titleen{英語タイトル}

5.4 問い合わせ先
問い合わせ先情報を書きます．必要に応じて，メールア

ドレスも書きます．
•\contactaddress{住所（英語）}
•\contactemail{メールアドレス}

5.5 著者情報
全員分の著者情報は以下のような形式でプリアンブル部

に記述します．
%% 筆頭著者
\begin{author}

\項目 1{項目 1の情報}

\項目 2{項目 2の情報}

...

\end{author}

%% 2番めの著者
\begin{author}

\項目 1{項目 1の情報}

\項目 2{項目 2の情報}

...

\end{author}

...

記述可能な項目は以下のとおりです．なお，いずれの
項目も与えないかぎり，タイトルや著者紹介に出力され
ません．例えば，執筆開始時に，ふりがな\furigana や
顔写真\faceimage，所属先\address, \addressref，経歴
\profileなどを記述していなくてもかまいません．
•\nameja{苗字 ␣名前}：苗字と名前との間に，半角空白

␣を入れて下さい．
•\nameen{苗字 ␣名前}：日本語と同じく，苗字と名前と
の間に，半角空白 ␣を入れて下さい．

•\furigana{みょうじ ␣ なまえ}：\nameja{苗字 ␣ 名前}

に対するふりがなを書きます．「みょうじ」と「なまえ」
との間に，半角空白 ␣を入れて下さい．

•\faceimage{顔写真の画像ファイルへのパス}：顔写真

の画像ファイルへのパスを書きます．項目\faceimage

を挿入しないとき，「著者紹介」内の顔写真が空となり
ます．

•\address{ラベル}{住所（日本語）}：所属先の住所を
書きます．複数の所属先がある場合，複数の\address，
\addressref（後述）を列挙してください．

•\addressref{ラベル}：相互参照したい所属先を書きま
す．\addressと同じく，複数の所属先がある場合，複数
の\address，\addressrefを列挙してください．

•\profile{経歴}：経歴を書きます．
5.6 概要，キーワード
概要，キーワードは，以下のようにそれぞれ日本語と英

語で書きます．
\begin{abstract}

ここに日本語で概要を書きます．
\end{abstract}

\begin{keywords}

keyword1, keyword2, keyword3

\end{keywords}

6. 本文部
\begin{document}直後に\maketitle を書き，タイト

ルを出力します．これ以降，著者紹介を出力する
\makeprofiles，\end{document}までの間，通常の LATEX
文章と同様に論文を書きます．
以下に，各種見出しの例を示します．

7. 例：節
1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
7.1 例：項
1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
・例：目
1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
例：段落 1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□
□□□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
例：小段落 1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■
□□□□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
7.2 図表
図 1，図 2，表 1，表 2です．
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図 1 図を入れます

表 1 表を入れます

Xxx Xxx Xxx

図 2 図を入れます

表 2 表を入れます

Xxx Xxx Xxx

謝 辞
謝辞を挿入したい場合，\acknowledgmentコマンドをご

利用ください．

8. 参考文献
著者名，雑誌名巻（太字）最初のページ発行年の順で記

述してください. 著者が 3名以上の場合は，第一著者のみ
書き，et al.,（英文）・他（和文）としてください．
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付録：節
付録を挿入したい場合，\appendixコマンドをご利用く

ださい．
以下に，付録における各種見出しの例を示します．

項
1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
・目
1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□

2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
段落 1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□
□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
小段落 1□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□
□□□□
2□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
3□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□

著者紹介
著者紹介を出力する\makeprofilesは，\end{document}

直前に書きます．

やまだ

山田
たろう

太郎

経歴を書きます．1999 年山田大学大学院工学
研究科修了．現在，同大学大学院工学研究科在
学中．山田電気学会などの会員．1999 年山田
大学大学院工学研究科修了．現在，同大学大学

院在学中．山田電気学会などの会員．1999年山田大学大学院工学
研究科修了．現在，同大学大学院在学中．山田電気学会などの会
員．1999年山田大学大学院工学研究科修了．現在，同大学大学院
在学中．山田電気学会などの会員．1999年山田大学大学院工学研
究科修了．現在，同大学大学院在学中．山田電気学会などの会員．

やまだ

山田
じろう

次郎

顔写真がない場合，このようになります．2016年山田大学工学部
卒業．現在，同大学大学院工学研究科在学中．山田電気学会など
の会員．

やまだ

山田
さぶろう

三郎

2016 年東京大学大学院工学系研究科修了．現
在，同大学大学院工学系研究科在学中．山田電
気電子通信学会などの会員．

とうだい

東大
しろう

四郎

2016 年東京大学工学部卒業，同年東京大学大
学院工学系研究科修了．現在，同大学大学院工
学系研究科在学中．山田電気電子通信学会など
の会員．
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やまだ

山田
ごろう

五郎

1999年山田大学大学院工学研究科修了．現在，
同大学大学院工学研究科在学中．山田電気学会
などの会員．1999 年山田大学大学院工学研究
科修了．現在，同大学大学院在学中．山田電気

学会などの会員．1999 年山田大学大学院工学研究科修了．現在，
同大学大学院在学中．山田電気学会などの会員．1999年山田大学
大学院工学研究科修了．現在，同大学大学院在学中．山田電気学
会などの会員．1999年山田大学大学院工学研究科修了．現在，同
大学大学院在学中．山田電気学会などの会員．

やまだ

山田
ろくろう

六郎

1999年山田大学大学院工学研究科修了．現在，
同大学大学院工学研究科在学中．山田電気学会
などの会員．

やまだ

山田
しちろう

七郎

1999年山田大学大学院工学研究科修了．現在，
同大学大学院工学研究科在学中．山田電気学会
などの会員．

やまだ

山田
はちろう

八郎

1999年山田大学大学院工学研究科修了．現在，
同大学大学院工学研究科在学中．山田電気学会
などの会員．

やまだ

山田
きゅうろう

九郎

1999年山田大学大学院工学研究科修了．現在，
同大学大学院工学研究科在学中．山田電気学会
などの会員．

やまだ

山田
じゅうろう

十郎

1999 年山田大学工学部卒業，同年山田大学大
学院工学研究科修了，同年東京大学大学院工学
系研究科修了．現在，同大学大学院工学研究科
在学中．山田電気学会，山田電気電子通信学会

などの会員．
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